
10,615（＋５）

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,129（＋２）
5,486（＋３）

  4,483（＋７）

　

３
月
24
日
に
開
幕
す
る
「
第
８
回
長

島
夢
追
い
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
期
間
中
、

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
の
開
催
と
な
る
陶
芸

教
室
で
は
、「
わ
ら
べ
工
房
（
田
尻
）」

の
黒
蕨
先
生
を
講
師
に
招
き
開
催
し
ま

す
。

　

手
作
り
の
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
作
製
や
、

器
へ
の
絵
付
な
ど
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時

　

４
月
１
日
（
日
）
10
時
～
15
時

▽
大
阪
で
過
ご
し
た
大
学
生
時

代
、
実
家
か
ら
の
仕
送
り
に
は
、

米
や
野
菜
と
共
に
、
島
美
人
や
島

娘
を
一
緒
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
芋
焼
酎
は
マ
イ

ナ
ー
な
飲
み
物
で
し
た
が
、
徐
々

に
認
知
さ
れ
、
大
学
生
活
後
半
で

は
、
駅
前
の
居
酒
屋
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
「
島
美
人
」
の
ボ

ト
ル
が
並
ん
だ
の
を
発
見
し
た

時
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

巻
末
の
『
長
島
美
人
』
の
取
材

の
際
、
長
山
社
長
は
「
昔
は
島
外

へ
の
仕
送
り
な
ど
贈
り
物
を
送
る

時
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
２
合
ボ
ト

ル
の
島
美
人
を
入
れ
て
送
っ
て
い

た
と
聞
く
。
当
時
、
長
島
研
醸
に

は
営
業
部
門
は
無
か
っ
た
が
、
島

民
の
皆
さ
ん
が
、
島
美
人
の
営
業

の
一
つ
を
担
い
宣
伝
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
島
民
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
成
長
す
る
企
業
と
な
り

た
い
」と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
売
さ
れ
る
『
長
島
美

人
』
は
長
島
で
作
ら
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
「
紅
さ
つ
ま
・
紅
は
る
か
・

黄
金
千
貫
・
白
ゆ
た
か
・
白
さ
つ

ま
」
の
５
種
類
と
新
米
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
な
ど
で
作
っ
た
「
オ
ー
ル

長
島
」
の
焼
酎
。
早
く
飲
ん
で
み

た
い
も
の
で
す
。　
（
濵
田
将
尚
）

平成 30年２月 28 日現在
(　) 内は前月比

土
に
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

花
フ
ェ
ス
タ
で
陶
芸
教
室
を
初
開
催

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所

　

花
フ
ェ
ス
タ
会
場
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

※
雨
天
時
は
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

○
講
師

　

わ
ら
べ
工
房　

黒
蕨
先
生

○
参
加
費

・
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
作
成

　

１
０
０
０
円

・
絵
付

　

１
５
０
０
円

○
そ
の
他

　

予
約
が
必
要
で
す
。

　

送
料
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

花
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
（
役
場
景
観
推
進
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

1617


